
ここでは、運用系、待機系ともじ、 OS 、 ソフトウてアのインス!ルひら行い、二重化の設をを行5揚合 


の設定方まじついて順番に説明しています。 

作業の流れ（一8ぺージ） . 

初期セットアップ（一9ぺージ） . 

運用系のセットアップ（一19ページ） . 

待機系のセットアップ（一31ページ） . 

二重化構成の開始（一3 9ページ） . 


二重化設をの作業の流れをフ□一図で説明しま 
す。 

運用系-待機系なじ必要な初期セットアップじつ 
いて説日月します。 

運用系のセットアップじついて説明します。 

待機系のセットアップじついて説明します。 

二重化構成を開始する方巧、手動での切营、切戻 
しじついて説明します。 












作業の流れ 

2台とち新規インス!-ールする揚含は、圏のよラな流れで作業を巧います。 


初期セットアップ 


9ぺージ 
な降を参照 


運用系のセットアップ 




□ ネ刀期導入設定用ディスクによる設定 


□ 初期導入設定用ディスクじよる 

セットアップ 




完了 

















初期セットアップ 

Express 5800 / SG を導入するには、まず管理クライアントマシンを利用して初期導入設定用ディスクへ 
の設定情報の登録を行います。初期セットアップじついては、運用系と待機系同様に行います。 

管理用クライアントマシンのブラウヴび L リ下のよラに設定されていることを確誦してく 
■か。 I ださし、。 

参 JavaScript をち効[こすること 
♦ Cookie を受け入れること 

上記のようじ設をされていないと Management Console び正常じ動作しません。 

なお、ウェブブラウザは、 Microsoft Internet Explorer 6.0 SP1 (日本語版 • Windows 
版）が上を使用することを推奨しまず 


初期導入設定用ディスクによる設定 


運用あ、待機あともじ初期導入設定用ディスクを利用して設定情報の登録を行ラ必要びあ 
0ます。初期導入設定用ディスクの設定方まじついて説巧します。 

「初期導入設を用ディスク」とは、 Express 5800 / SG をネットワークに}ま続するために必 
I か ] 要なセットアップ用ディスクです。 

をせの「初期導入設を用ディスク」をセットアップ用ディスクとしてほ用するには、管 
理クライアントから「巧期導入設を用ディスク」 I こ入っている「初期導入設をツール」 

を利用して設を情報を保をする必要があります。「初期導入設をツー ル」 は 、 Windows 
98/ NT 4. 0/2000/ XP が動作する コンピュータ で動作します。 










初期導入設定ツールの実行と操作の流れ 

ここでは、初期導入設定ディスクの「初期導入設定ツール」を利用して設定情報を保を 

するまでの流れじついて説明します。それぞれの設定項目については、この後 I こ説明し 

ています。 

1 . 管理クライアントマシンのフ□ッピーディスクドライブじ添はの「初期導入設定用ディスク」 
をセットする。 

2. フ□ッピーディスクドライブ向の「初期導入設をツール 〔 Sta け upConf . exe ) 」を実行する。 

「初期導入設定ツール」び起動します。 

3. 開始画面び表示されたら[巧へ]をクリックし、設をの入力を開始する。 

プ□グラムは、ウィザード形巧となって 
おり、各ページで必愛事項を入力して進ん 
でいきます。必須項目び入力していなし、揚 
含か入力情報じ誤りびある揚含は璧告 ><ッ 
セージび表示されますので、項目を正し< 

入力し直してください。入力事項の詳細に 
ついては、禮述の説明を参照して<ださし、。 

すべての項目の入力び完了すると、フ□ッ 
ピーディスクに設定情報を書き込んで總了 
します。 

4. 初期導入設を巧ディスクをフ□ッピーディスクドライブから取り化し、18ページの「初期導入 
設定用ディスクじよるセットアップ」 I こ進を。 

I 初期導入設定用ディスクは再セットアップの際 I こち使用します。大切(こ保管し 

てください。 


ファイル(りヘルプお） 


S 朗邮…… 
ちべー ジでは、 
ない巧合广"’ 


の巧期ま入巧Iこぶ、至な'悟新の設定を巧 L ホす。 

合はぶ若皂目が入力されて L 、るか、内容げ正ししぶ、ぞ随5してくだ劝、。 


-IDI X| 

ベージに洁め 


巧期驾入巧フロッピーディスクを巧かなし巧くだみ、 


つ□ツビーディスクを巧入した褚、 r ホへの) J を押してくださ U 


房る(日〉」に…；ホべ:卿'ツ ——]] _キャン它ル j 


10 








入力巧目の設定 


U •(下のネットワーク構成を例じして「初期導入設をツール」で入力する項目じついて説巧 
します。 



初期導入設定用ディスクを作成する際に必要となる項目の一覧です。上記のネットワーク 
構成例を元に本手順で設定する肉容を設定例欄に記入してあります。 
ii / 降の手順で Express 5800 /SG 本体を設定する際に参照してくださし、。 


設を項目 

詳細設定項目 

設定例 

ネットワークインタフ 

エースの設を① 

ホスト名 


firewa 1 l . nec.cojp 

肉側ネットワーク 

IP アドレス 

192.168 .1.1 26 

ネットマスク 

255.255 .255.0 

外側ネットワーク 

IP アドレス 

202.2斗了.5.126 

ネットマスク 

255.25 5.2 己5.0 

ネットワークインタフ 

エースの設定② 

DMZ 

IP アドレス 

172.16 .1.1 26 

ネットマスク 

255.25 5.2 己 5.0 

5備ネットワーク 

IP アドレス 


ネットマスク 



2台とを新規 V ンスト—ルする 
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設定項目 

詳細設を項目 

設巧例 

ルーティングの設定 

デフがレトグートウエイ 

IP アドレス 

202.247 .5.254 

静的ルーティング 

IP アドレス 


ネットマスク 


ヴートウエィ 


ネー厶ヴーノ VNTP サーパ 

周就 

ネームサーバ'1 

IP アドレス 


ネー厶サーバ2 

IP アドレス 


NTP サーパ 

I P アドレス 


IJ モート ><ンテブンス ffig 

周就 

管理音のメールアドレス 

admin @ nec . co.jp 

ールヴートウエイ 

IP アドレス 


TRAP g (訊下。卜 

I P アドレス 


Management 

Console の設定 

ポート番号 

18000 

管理者アカウント 

admin 

パスワード 


バスワード （ 確認用） 


SSH に関する設定 

Secure ShelHSSH ) を使用する 

使用する（チェック） 

ポート番号 

18022 

管理香アカウント 

admin 

パスワード 


バスワード （ 確認用） 


管理クライアントの設 

定 

接続元1 IP アドレス 

192.168 .1.10 

接続元2 IP アドレス 


接続元3 IP アドレス 


接続元4 IP アドレス 


二重化のセットアップ 

二重化構成で使用する 

使巧する（チェック） 

ライセンスの設を 

ライセンスキー1 


ライセンスキー2 


ヴポートキー1 


ヴポートキー2 
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•ネットワークインタ フエー スの設を① 

Express 5800 / SG のネットワークの設ををします。 


項目 

設定の容 

ホスト名 

ホスト名はドメイン名ま 

(必須項目） 

で含めた FQDN のおまで 

入力して < ださし、。 

肉側 IP アドレ 

肉側 IP アドレスを入力し 

ス(必須項目） 

ます。 

肉側ネット 

巧側 IP アドレスに巧する 

マスク（必須 

サフネット7スクを入力 

項目） 

します。 

外側 IP アドレ 

外側 IP アドレスを入力し 

ス(必須項目） 

ます。 

外側ネット 

外側 IP アドレスに巧する 

マスク（必須 

サフネット7スクを入 

項目） 

力します。 

• ネットワークインタ フエー スの設定 ② 

非武装地帯 （ DMZ ) を構成するネットワ— 

項目 

設定の容 

DMZ IP アド 

DMZ 用 IP アドレスを入 

レス 

力します。 

DMZ ネット 

DMZ 巧 IP アドレスじ巧す 

マスク 

るサブネットマスクを入 

力します。 

す備 IP アドレ 

予備として用意されてい 

ス 

る本装置の4番目のネッ 

トワークポート （ LAN 4) 

の IP アドレスを入力しま 

す。肉部ネットワークでち 

ラひとつのセグメントを 

用意する揚合や、二重化構 

巧時にサーバ間監視専巧 

インタ フエー ス（ハート 

ビート）として使用しま 

す。 


-に 1x1 


フ 7 ィルのヘルブ妇) 
L 1ずれろとさが 


ネ对矿 isi 霉 


夕き入力してくださ U 




ホストる (F0DN) 

|tirewall.nec.co.ip 

巧け|| IP アドレス 

[192 .[168 . p . p26 

内化1ネット7スク 

1255 ■ 1255 ■ 1255 . [〇 

か神1 IP アドレス 

1202 . た 47 . 「5 . 1126 

ホけ||ネット7スク 

1255 . |255 . 1255 「0 


巧目を入力した6「ホへ(が >J を巧してくださし、 


戻る歧」に ';巧部!の…― ' !!_キャン杜レ 


: Express5800/SQ300 初期ま入ま ミツー ル 


フ7•ィルのヘルブお） 

段^を'行わな L 含は、巧&^1^^'ず|!^]；へ」ぞ巧してくだな1。 


，に 1x1 


D 啦 IP アドレス 
DMZ ネット7スク 
予巧 IP アドレス 
予巧ネットマスク 


巧目を入力した6「'よへの) >」をげしてください 


『72 . 『6 . |T . |T26 

|255 . 1255 . |255 . |0 


房る®」に';が S 把の…― ' II _キヤ >12ル」 










項目 

設巧の容 

5備ネット 

す備 IP アドレスに対する 

マスク 

ヴフネット7スクを入 


力します。 


各ネットワークインタフエースび、本装置のどの LAN ポートじ柜当しているひを下図に示 
します。 


1_1 _l_ll_r_l_l 1—l-J— 1 LJULJ l_l_l LJULJ 1_1_11_1 し U l_r»U ; 6 

□ O ニロ DLUULani ] □ 中□□□中 □[： 口 DZQ 一 t 

己 '* i ^ . — B □DDODD □中 □ 二 勺 h 

解' ..，霞。 

口 

的。 

D 0 口 

巧 s 巧 防 1 

!牌! feR 脂 巧 R 巧! 



" T 

ち*.';.间 1. AN ホー 1 、LAN い 


DWZrflLAN ボート 【 LA.N 3) 


ホ見巧 LAN ホ;ート （ LAN 三 I 子 •ホ 化か J ボ- h ( LAM 4> 


参ルーテ ィングの設定 

ルーティングの設定をします。静的ルーティングはここでは1つのみ設を可能です。 I 」モ 
ート管理端末び肉部の別ネットワークじをだする揚合は静的ルーティングを指定してく 
ださい。通甫、運用じ必要なルーティングは Express 己800 / SG の起動後じ Management 
Console なら設をしてくださし、。 


項目 

設定の容 

デフ3ルト 

デフすルトグートウエイ 

ヴートウェ 

の IP アドレスを設ちしま 

イ（必須項目） 

す。 

講的ルーテ 

宛先ネットワークアドレ 

ィング 

スとネットマスクおよび 


ヴートウてイの組み合わ 


せを指をします。 


" i " w 片;りり■化レ区,玉 


■ Inlxi 


フ 7 イルのヘルブお） 


^的ルーティン ■ fll さここで ill つのみ試ミ可能です。リモート宫巧端末が巧がのかネットワー 

クにををする巧舍 i 3 M 的ルーティンヴぞ巧定してください。 

な* a もこぶみなルーテインタ13サ ー J ゆ超れ谢こきお巧、:/-ルで設ミしてくだみ、 

デフォルトヴートウ王イ 1202 . 1247 . |5 . 1254 

»的ルーティンヴ 

ネットワークアドレス I .1 .1 .r 

ネットマスク r . r . r . r 

ヴートゥ 1 ィ r .广 .1 .1 

巧目を入力した6「ホへ(が > J ぞ巧してください 


<房る ®」 E —器べ狸の—’… ] ^ヤンむレ 


• ネー厶ヴーパ/ NTP サーバの 設定 

ネー厶サーバ/ NTP サーバの設ををします。 


項目 

設定巧容 

ネー厶ヴーパ 

ネー厶サーバ1の IP アド 

11 P アドレス 

レスを入力します。 

ネー厶ヴーパ 

ネー厶サーバ'2の IP アド 

2 IP アドレス 

レスを入力します。 

NTP サーバ IP 

NTP サーバの IP アドレス 

アドレス 

を入力します。 
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# Management Console の設定 

Management Console じ関する設定をします。 


項目 

設定の容 

ポート番号 

(必須項目） 

Management Console 

で使用するポート番号を 

入力します。規を値は、 

18000です。必要に丽じ 

て変更して < ださし、。 

管理畜アカウ 

ント名(必須 

項目） 

管理クライアントから 

Management Console 

に接続する際の管理吾名 

(15 文字 L ソ肉)を入力しま 

す。 

パスワード 

(必須項目） 

管理吾に巧する、パスワー 

ドを設をします。 

八スワードの 

再入力(必須 

項目） 

確認のた姐、パスワードを 

再度入力します。 



2台ともが規インスト—ルする 
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• SSH に 巧す る設を 

SSH に関する設定をします。 


項目 

設定の容 

Secure 

Shell ( SSH ) 

咨使用する 

使用する揚合： 

チェックボックスをオン 

使巧しない揚合： 

チェックボックスをスフ 

ポート番号 

SSH で使用するポート番 

号を入力します。既を値は 

■18022です。必要に丽じ 

て変更して < ださし、。 

管理畜アカウ 

ント名 

管理クライアントひら 

SSH で接続する際の管理 

音名 (15 文字巧)を入力 

します。 

パスワード 

管理音に巧する、パスワー 

ドを設定します。 

パスワードの 

再入力 

確認のため、スワードを 

再度入力します。 


• 管理クライアントの設定 

Express 5800 / SG び接続を許可する管理 
クライアントの IP アドレスを登録します。 
[接続元1 IP アドレス]は入力必須の項目で 
す。残りの IP アドレスは必要に麻じて 
登録して < ださし、。 
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• 二き化のセットアップ 

[設定巧象ホストを二重化構成で使用する] I こチてックします。 


，ミ 

二重化構成で使用する場合、相手となる 
Express 日800 / SG の初期導入用設定デイスクの 
作成の隙にもチェックを入れても' くことをお 
勧めします（ただし、二重化の設定は後から 
でもできます）。 



• ライセンスの設定 

運用系と待機系のライセンスキーの設定 
を巧います。また、ソフトウェアヴポー 
トサービスの契約をしている場合は、舞 
巧されたサポートキーを併せて入力しま 
す。 

，ミ r^n 

ライセンスキーについては、運用をと待機をと 
もじ正しく入力しないと、正常に二重化を構成 
することはできません。 

ライセンスキーとサポートキ ーの 組み合わせ 
は正しく設定してください。ライセンスキー1 
に対応するサポートキーはサポートキー1と 
して設定し、ライセンスキー2に対応するサポ 
-トキーはサポートキー2として設定してく 
ださい。 

なお、組み合わせが正しければ、運用系と待機 
ををどちらに登録しても問題ありません。 










































初期導入設定用ディスクによるセツ 



管理クライアントひらの初期導入設定用ディスクへの設定情報の保をび完了したら、初期 
導入設定用ディスクを使って Express 5800 / SG をセットアップします。初期導入設定用 
ディスクじよるセットアップじついて説日月します。 

1 . Express 已800 /SG の電想び OFF のが態で、管理クライアントと Express 5800 /SG 背面じあ 
る LAN ポートインタフェース（巧部ネットワーク用）をク□スケーブルで接続するか、 
Express 5800 /SG び接続されている巧部ネットワークの八ブなどに管理クライアントの LAN 
ケーブルを接続する。 

2. 枯 I 期導入設定用ディスクを Express 日800 /SG のフ□ッピーディスクドライブじセットする。 

3. 本体の POWER スイッチを巧し、 POWER ランプび点なすることを確認する。 

しばらくすると、初期導入設定用ディスクひら設を情報を読み取り、自動的にセットアップを進 
めます。2〜3分ほどでセットアップび完了します。 
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運用系のセットアップ 

2台とち新規インス!-ールする揚合は、まず運用系のセットアップを行います。運用系のシステ厶基本設を、 
二重化設を、ファイアウオール機能の設をび完了したら、設定肉容をバックアップします。バックアップ 
したデータは待機系にリストアします。 


システムの基本設定 


前述の「初期導入設定用ディスク[こぶる設定」、「初期導入設定用ディスクによるセット 
アップ」で管理クライアントから Express 5800 / SG に接続するた妨の最低限必要なセッ 
トアップが完了しました。ここからは 、 Management Console を使用して、さらじ詳細 
なセットアップ咨ちいます。 

政下に Management Console を使用した基本設定の項目や実際の手順の流れを示します。 

Management Console には必ずの部ネットワークの管理クライアントから接続するよう 
1^3 にして<ださい。外部から接続を許可する設巧には絶巧にしないで<ださい。また、 

Management Console を使巧する場合は、 Internet Explorer 6.0 SP1 (日本語版 • 
Windows 版） L 乂上を使巧してください。 


1 . 管理クライアントのウェブブラウザを使用して、 Express 5800 / SG の Management Console 
じ接続する。 

このときの URU こは、 Express 5800 / SG の励則（管理クライアントび設置されているネットワ 
ーク側）のインタフェースの IP アドレスと初期暮入設定ツールで設定したポート番号を指定しま 
す。 


例） https ：// 192.168 .1.1 26 :18000/ 

肉部インタフてース 初期導入設定で指を 

の IP アドレス したポート蕾号 


接続すると、セキュリティの警告び表示されます。 


2 . [はい]をクリックする。 




挣離淵磯滞微?鞭織擊る ことはあ 


么 


二の t キュリティ罰巧爭ま、 i 含巧するを化からを巧されてし、ません。 i 正巧 
、 しの I 町印梁 


きをを示して、こ 


御装雨を悟巧するかどうか巧定してください。 


り このたキュリティ邵月まの日口•はち5力です。 

〇键^堪態?'*吊しがとしのるペー。。 細卜なす 


轿巧しますか？ 



飞’带巧が) ' ’罰巧まのま示な)」 
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6. 巧の基本設定項目を設定する。 

参 Express 5800 / SG の巧スト名、 IP ア 

ドレス、ルーティングなどの初期導入 
設を巧ディスクで設をした項目じつ 
いては、設定値を確 i 忍して<ださい。 
♦ 二重化機能[こついては必ず[使巧]を 

選択して < ださし、。 


を本没を （ 背章をか■巧目目ぶなぞすまみ I :こ再お重化‘’ I む覃てす 



CL 


• [ホスト名]と[インタフェース]、[デフオルトゲートウェイ]の項目の背景色が他と 
異なるのは、これらの項目を変更すると装置の再起動が必要となることを示してい 
ます。その他の項目は設定を変更しても、再起動をする必要はありません。 

• 変更や追加した内容を破棄したい場合は、[元に戻す]をクリックして終了してくだ 
さい。 


設を項目 

設をの容 

ホスト名 ( FQDN ) (必須項目） 

ホスト名を入力します。 

インタフェース （ IP アドレス/ネッ 

トマスク/ MTU 値）（必須項目） 

各インタフェースの P アドレス、ネットマスクおよ UMTU 値を入 

力します。各インタフェースび:> ネ装置のどのレ \ N ポートに相当 

するかは "14 ぺージを参照してください。 

ネー厶ヴーパ 

ネー厶ヴーパの IP アドレスを入力します。（複数入力巧） 

管理畜六ールアドレス（必須項目） 

管理音のメールアドレスを指定します。 

メールヴートウェイ 

使用か未使用か宮指定します。使用の揚合は、 X —ルグ 

ートウェイの IP アドレスを入力します。 

テつォルトヴ—トウェイ（必潭頁目） 

デフ：}ルトヴートウェイの IP アドレスを設定します。 

静的ルーティング（アドレス/ネッ 

トマスク/ヴートウェイ） 

宛先ネットワークアドレスとネットマスクおよびヴート 

ウェイの組み合わせを指をします。 

トラッブ送信先ホストの P アドレス 

SNMP の TRAP 送信先ホストを設定します。 

NTP 時刻同期サーバ' 

NTP サーバ'の IP アドレス宮入力します。 

二重化磯能 

[使巧]を選択します。 
























































































7. 確認びできたら、[設定]をクリックする。 

操作結果画面び表示されます。 

操作結果画面は、設定の容がシステムの再起動禮じち効になる揚含と再起動を必要とせずにち効 
となる揚含で ><ッセージが異なります。 

再起動を促す指示を含お><ッセージび表示された揚含は、[戻る]をクI」ックして手順 8L：^ 降を参照 
して作業を続けて<ださい。再起動の指示び含まれていない揚含は、が上で基本設定は完了です。 


挂作なまるな 


操作は巧巧しました， 

基本設定情報の変更はシステムの再垣動後、有効じなります。 

戻る） 

再起動び必要 
(手順 S じ進左’） 


投作なま通お] 


指作は巧巧しました。 

戻る」 

再起動は必要なし 
(設定完了） 


8. 左側のニューの[システム]アイコン 
をクリックし、[システムの再起動]をク 
リックする。 



システム停止/再起動 


システムの巧止 I r システムの再起巧 ご」 


I■が態 

CPU />< モリほ用げ化.. 


ネットワ-ク和捕げぶ... 

ブロ t ス実け巧ミ记一 

ネットワーク掉椅巧巧... 




その化 


システム’ちが... 

ロヴ首巧.-- 

バックアッブ/リストア… 

時刻設定... 

巧まファイルアッブロード.. 

二を化切皆... 

居 IH きが巧巧… 

root バスワードをち... 


9. [OK] をクリックする。 


Microsoft Internet Explorer 


?) システムを再お旣します。よろしいですか？ 



10. [即再起動]をクリックし、再起動する。 
これでシステムの基本設をは完了です。 


再起巧 


10秒をにシステム再お動を問始します。 

ずぐにシステムを再お動したし、時は、刚再お動]を巧下してくださし、。 
キ t ンたル I ( 即再起め 
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二重化機能を使用する際に必要な設定を変更することがで苦ます。設定画面は、 
Management Console の[サービス]アイコンをクリックすると表示されます。 



2台ともが規インスト—ルする 
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設定項目 

設定巧容 

八ートビート送信間隔 

八ートビートの送信間隔（砂）を指をします。 

j \- トビートとは、運用系と待機あび運用中に互いの稼動状 

態を通知するためじ定期的に送信するパケットです。 

八ートビートタイ厶アウト時 

間 

y \- トビートタイ厶アウト時間び途絶えて巧手側びダウンし 

たと認識するまでの時間(秒)を指定します。八ートビートを信 

間隔よ〇乂さい値を指まして < ださい。 

巧手サーバ起動待ち時間 

起動時に柜手側の起動時間を待ち合わせる時間（秒）を指定 

します。八ートビートタイ厶アウト時間より乂さい値を指定 

してください。 

肉部通信用 TCP ポート番号 

待機系と通信しあラための TCP のポート番号を指をします。 

肉部通信巧 UDP ポート番号 

待機あと通信しあラための UDP のポート番号を指定します。 

サーバ 1 ホスト名 

ホスト名は FQDN 形巧ではなく、ド^イン名を除いた名前を 

指をしてくださし、。 

ヴーパ2ホスト名 

ヴーバ 1 趴ンタコネクトァドレス 

待機系を監視するた飯のアドレスとネットマスクを入力しま 

す。 

サーノり趴ンタコネクトァドレス 

仮想 IP アドレス 

二重化機能を使用する揚合、 Express 己800 / SG へのアクセ 

スは原則仮想、 IP アドレスを使用する必要びあります。 

ヴーバ間監視専用インタフェースを除くをインタフェースじ 

仮想 IP アドレスを設定して<ださい。 

監視巧象アドレス 

監視巧象として設をされた IP アドレスとの通信び途絶した揚 

合、待機系にフてイルオーバび行われます。本項目の設をは 

省略することびできます。 

運巧系サーバ' 

2台の5ちから運用系を指定します。指定しなかった方び、待 

す幾系となります。 

自動フてイルバック 

自動フェイルバックを行5かどラひ設定します。自動フェイ 

ルバックを[オート]じした揚合、運巧系ダウン後、待機系に業 

務び引さ繩びれ、運用系び復帰（起動）すると、自動的に運 

届系に業務を戻します。 

[マニュアル]じした揚合は 、 Management Console から切 

曽ます。40ページ「手動じよる二重化の切曽」を参照して< 

ださい。 
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4. [設定]をクリックする。 


■ 掉作なま通が 


操作結果通知で成巧の通知があった揚含 

は、原る]をク IJ ックして、次の手順に 二重化設定情報の変更が成巧しました。 

進んでください。何らかのエラーびある 

EA I 

とその巧容び表示されます。[戻る]をク -1 

リックした禮、><ッセージに従って設定 
し直してください。 


二重化機能の起動 


運用系の二重化の設定が完了したら、運用系の三重化機能を起動します。 

ここでは、二重化®能の起動の方法 I こついて説おします。操作画面は 、 Management 
Console の[サービス]アイコンをク IJ ックすると表示されます。 


1 . Express 5800 /SG の Management 
Console に接続し、左側のニューか 
ら[サービス]アイコンをクリックする。 



2. [二重化機能]のちの[(再)起動]の項目[こ 
ある[起動]をクリックする。 

[現をのが態]び[停止中]から[起動中]じ、 
[(再)起動]のボタンび[起動]から[再起動] 

[こ切り誓わります。 

が上でサービスは起動しました。 


サーピス 

サ-ビス 

[ヘルブ] 




起動時(巧)起君！停止 ヴービス 

のが態 

If ? 止，1居1卜中 おか1 巧.1卜 IjVteh キサッシ；サ_/\ 

同可居止中 jeeJ .巧止1|二き化がお 





|\ 


I 

悍止中 r 起田1; ^ 1担安!中！！再臣か11 






が態の巧認 


運用系の二重化機能び正し<起動しているかど5ぴ宮確認します。 


1 . Express 目800 /SG の Management 
Console [こ接続し、左側の六ニューから 
[サービス]アイコンをクリックする。 


IT^MI 


2. [サービス]の項目ひら[二重化機能]をク 
IJ ックする。 


f へんブ1 



OS 

起動時 
のがお 

現をの 
が態 

用船あ 

信止 

サーピス 

j 巧止 
|10 

信止中 
居止中 

Sibj 
互め1 

巧と1 

We 林ャッソユヴーバ 

み!■■二ち化臓， 


巧定 J 


3. [ステータス確認おぶけ二重化切誓]をク 
I 」ックする。 


ヴービス >二重化傑お 


[ヘルブ] 


^テータス坦巧ちよこ S 二宝化切 A _ I 




が態表示画面び表示されます。 

二重化を構成するグループのが態を確認し 
ます。 

ここでは 、 [GROUP 0 STATUS ] を確認し 
て運巧系び [ ONUN 己、待機系び 
[ UNKNOWN ] [こなっていることを確 i 忍し 
ます。 


ヒント 


是巧な SB こ更 W I 

: USUUUU 口 U 口 ssssu CLUSTER STATUS UUUS 口 uusuuus ロロロ 
■ sarverO : xxxx I.O-B 

server! : xxxx 

server!) sarverl 


心 PI 化 


0 S：roupC~ipvO 
132.1 £8.10.IQ 
<J> trouvO-fipO 
192.1 化し I 川/巧 S. け 6.2 扣 .0 
<J> (roupO-fIpl 
202.247 .30.170/255.265.256.0 

<J> trourt-e 巧 cO 

S ： /wt/necfus/bin/ ホ ssUt 
E; /opl/necf»s/bin/ckest«t 
<LI> sroW-ewl 
I: /opl/necfusApin/ckfial ive 
E; /cpt/necftre/bifi/ekfial Ive -t 


KknOIR 

UNK 柳 H 


ONLINE UNKMOWK 
ONLINE UNKNOfN 
ONLINE UNKNOWN 


[運用系]と[待機を]の判別は、 [ POLICY ] で確 
認します。 

1 St :運用系 2 nd :待磯を 

「 ERROR 」 や 「 UNKNOWN 」 の表示びある揚含は、前述の「サービスの起動と詳を田 
r 于む。1 設を」で詳細設をのの容を確 i 忍し直してください。 

ただし、二重化の設を中は、片方び 「 UNKNOWN 」 と表示される揚含びありますび、 
設を完了禮に表示されていなければ問題ありません。 


26 























































ファイアウォール機能の設定 


運届あのファイアウ： J - ル機能を設定します。 

ファイアウォール機能の設赴ままず Management Console の「ひんたん設をウィヴー 
ド」を使ってネットワーク構成ゆフィルタリング設定、 VPN パスの設をを行います。 
巧に、かんたん設定で設をしたの容をさらに細ひ < 設定するには、「詳細設定」を行い 
ます。 

ファイアウォール機能の設定については、ネ編の「4.ファイアウォール機能の設定方 
ま」を参照してくださし、。 


システム情«のバックアップ 


待機あを運用あと同じが態じするじは、運用系の設定の容をバックアップしたデータを待 
機系に I 」ストアします。ここでは、運用系システ厶情報のバックアップ方まについて説巧 
します。 

システ厶基本情報は、管理クライアントへバックアップデータを保をします。 


1. 管巧クライアントのウェブブラウザを使用 
して Express 5800 /SG の Management 
Console じ接続し、ち側のメニューぴら 


私 


システム 


[システム]アイコンをクリックする。 


2. [バックアップ/リストア]をク IJ ックす 
る。 

バックアップ. リストア画面び表示され 
ます。 


3. [ PC へのバックアップ〔ダウン□ー ド）] 
をク IJ ックする。 



巧象を指定して、な下のし、すれかのポタンを巧してください。! 



Firewall 基本情報' Fi 巧 WalH 設定'情報の V X ックアシブを行し 
す。 

L ： rF のし、すれかのポタンを巧してくださし、。 












4. バックアップ対象について、[基本設定画面 
での設定の容を含めない]を選択して[パ'ッ 
クアップ]をク I 」ックする。 



fO 基本設を画面での設定の容は、運用系の機器固有の設を情報 （ IP アドレスなど）び含まれる 
ため、ここでは略ず[基本設定画面での設をの容を含めない]を選択して<ださい。 


5. [保を]をク IJ ックし、ファイル情報を確 
認して、保をする。 
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ール設定のバッ 



待機系を運用あと同じが態じするじは、運用系の設定肉容をバックアップしたデータを待 
機系に I 」ストアします。ここでは、ファイアウオール設定のバックアップ方まについて説 
巧します。 


1 . 管巧クライアントのウェブブラウザを使 
用して Express 5800 /SG の 
Mana 居 ement Console に接続し、左側 
のメニユーひら[ファイアフォール]アイ 
コンをクリックする。 



2. [バックアップ•リストア]をクリックす 

。 

バックアップ. リストア画面び表示され 
ます。 


かん？•こん設定話如設定 I 


ライたンス 


が態を示 J ロヴ•アラート表示」 
お記/を绿 J 


システムメンテナンス 


リフトゥェァァッブデ-卜 I J バックアツブ•リストア jjl 


3. [データと設を]を選択し、任意のバックア 
ップ名を入力したら[保を]または[ダウン 
□ー ド]をクリックする。 

[保を]をクリックすると Express 日800 
/ SG 本体へバックアップします。 

[ダウン□ー ド]をクリックすると管理クラ 
イアント[こデータをバックアップします。 


• テ-夕とルールゃヴルーブなどのデータ行、をな記ミを巧をとします 
■ システム全体: ••• システムすべてを巧をとします 


バックアッブを120030317 I 


^ 1*1 + I 


:口ず—なと設定 

120030313 M こ J 


r システムを体 

ra 


广アシブ□ード 

1 

—が.写...1 

mn \ 


4. 実行結果を確誦檀、[バックアップ•リス 
トアに戻る]をク IJ ックする。 


バックアジブ•リストア完了 


ファイアウ 3- ル〉/;ッタアップ•リストア> J S ックアップ•リストア完了 


データと設定の/ S ックアップ(こ成なしました。 



バックアッブ•リストアに戻る 








二重化機能の停止 


データのバックアップが完了したら、いったん運用系の二重化機能を停止します。操作 
画面は 、 Management Console の[サービス]アイコンをク U ックすると表示されます。 


1 . Express 日800 /SG の Management 
Console [こ接続し、左側のニューから 

[サービス]アイコンをクリックする。 

2. [二重化機能]の行の[停止]をク IJ ックす 
る。 

[現在の状態]び[起動中]から[厚止中]に切り 
誓わのます。 



サーピス 


I サーピス r へんブ1 



1 0S 
担を時 
のな萬 

坊をの 
巧お 

風起を 

信止 

サービス 1 

1 巧正习惇止中 
]坦*» こ J ! 如を 中 

边お 1 i 
再担れ i 

:巧止 r'.teb キヤシンユサ-パ 
:巧止1二きィ熙 A 广 


Jt 


柜巧中 r 再扛れ ~ n 時停止中. I む防 T 
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待機系のセツトアップ 


待機あのセットアップでは、運用系のバックアップデータをリストアし、二重化の設をを行います。なお、 
ここでは待機系の Express 5800 / SGI こついて、初期導入設を用ディスクを利用したセットアップび完了 
していることを前提とします。初期導入設定用ディスクを巧用したセットアップじついては、9ページの「初 
期セットアップ」を参照して<ださし、。 


初期導入設定用ディスクは、待機系用に新たに設定してください。運用あのちのを巧用 
( F パ0すると正萬に動作しません。 


システム情«のリ 



初期導入設定用ディスクを利用したセツトアップが完了したら、パックアップした運用系 
のシステ厶基本情報を IJ ストアします。 


管理クライアントのウェブブラウザを立ち 
上げ、 Mana 夏 ement Console へ接続し、 
左側のメニューから!；システム]アイコン 
をクリックする。 

Management Console への接続については、 
19ページの「システムの基本設定」の 
手順1〜3を参照してくださし、。 



2 . [バックアップ/リストア]をクリックする。 


システム 停止/再起動 


システムの巧止_ I _システムの巧起扣 




CPU /; 巧りほ用げ;'兄... I 


ネットワ-巧 I 照脱巧... 


ブロゎス実巧がぷ… I 

ネットワーク巧病げぶ… 


その 化 


つテム'を巧... 

ロヴをを-- 

. f バックアッブかストア''.) 

巧刻設定.. 

去つ7ィルァッブロード... 

二を化切皆... 

忌巧’店が巧巧… 

root バスワードま更 ... 








3.[ ファイルを指をしてリストア]を選択 
し、バックアップファイルを指定してリス 
トアする。 


Firewall さ本情報、 RreWalH 設定情報のィ S ックアッブを行し、ま 
す。 

た rr のし、すれかのボタンを巧してください。 

揉作_ 

PC へのバックアッブ巧’ウンロード） 


フ□ツビーデイスクへのバック了ッブ 


巧象を指定して、]^ツ下のし、すれ力、のポダノを巧してください。 
I ：77イルが旨定 U 了 U スト7 1 I 


バックアップファイルび正常に反映され 
ると、ちの画面び表示されます。 


揉け巧果适巧 


误作巧果る巧 


指作は成なしました。 

「サービス」画面に追加されているモジュールの設定ファイル 
がし、くつかリストアされました。「基本設定_!画面の設定ボタ 
ンをクリックし、么要に応じてシステムの再を動を行ってくだ 
さぃ。 

新」 
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システムの基本設定 


次じ、 Mana 径 ement Console を使用して、さらIこ詳細なセットアップを行います。 

が下に Management Console を使用した基本設定の項目や実際の手順の流れを示します。 

1 . 管理クライアントのウェブブラウザを使 
巧して、 Express 5800 / SG の 
Management Console [こ接続し、左測の 
乂ニューから[基本設を]アイコンをクリッ 
クする。 

基本設を画面び表示されます。 

2. 巧の基本設を項目を設定する。 

参 Express 5800 / SG の巧スト名、 IP ア 

ドレス、ルーティングなどの初期導入 
設を巧ディスクで設をした項目じつ 
いては、設定値を確 i 忍して<ださい。 

♦ 二重化機能[こついては必ず[使巧]を 

選択して < ださし、。 


• [ホスト名]と[インタフェース]、[デフホルトゲートウェイ]の項目の背景色が他と 
L じ中 I 異なるのは、これらの項目を変更すると装置の再起動が必要となることを示してい 

ます。その他の項目は設定を変更しても、再起動をする必要はありません。 

♦ 変更や追加した内容を破棄したい場合は、[元に戻す]をクリックして終了してくだ 
さし、。 



。ホき本をを 


2台とを新規 V ンスト—ルする 
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設巧項目 

設をの容 

ホスト名 （ FQDN ) (必須項目） 

ホスト名を入力します。 

インタフェース （ IP アドレス/ネッ 

トマスク/ MTU 値）（必須項目） 

各インタフエースの P アドレス、ネットマスクおよけ VITU 値を入 

力します。各インタフエースカ<、ネ装置のどのレ \ N ポートに相当 

するひは M ぺージを魏胥してください。 

テつォルトヴ—トウェイ（必須項目） 

デフ3ルトヴートウエイの IP アドレスを設定します。 

静的ルーティング（アドレス/ネッ 

トマスク/ヴートウェイ） 

宛巧ネットワークアドレスとネットマスクおよびヴート 

ウエイの組み合わせを指をします。 

ネー厶サーバ 

ネー厶サーパの IP アドレスを入力します。（複数入力巧） 

管理者 ールアドレス（必須項目） 

管理ちのメールアドレスを指定します。 

ールヴートウェイ 

使用か未使用かを指をします。使用の揚含は、ールグ 

ートウエイの IP アドレスを入力します。 

トラップさ信先ホスト 

SNMP の TRAP 送信先ホストを IP アドレスで設定しま 

す。 

NTP 時刻同期サーバ' 

NTP サーバの IP アドレスを入力します。 

二重化機能 

[使巧]を選択します。 


3. 確認びできたら、[設定]をクリックする。 

標作結果画面び表示されます。 

操作結果画面は、設定の容びシステムの再起動後じち効になる廣含と再起動を必要とせずにち効 
となる揚含で ><ッセージが異なります。 

再起動を促す指示を含お><ッセージび表示された揚含は、[戻る]をク IJ ックし、手順4が降を参照 
して作業を続けてください。再起動の指示び含まれていな:い揚含は、が上で基本設定は完了です。 


■■ 误作な果适巧 

■ 技作な果るな] 1 

指作は成功しました。 1 

指作は成巧しました。 

基本設を情報の変更はシステムの再お動豁有効じなります。1 


戻る」 1 

戻 sj 



再起動び必要 再起動は必要なし 

(手順4じ進を’） （設定完了） 
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4. 左側のニューの[システ厶]アイコンを 
クリックし、[システ厶の再起動]を 
クリックする。 



システム 停止/再起動 


システムの巧と 




システムの再起枯 


CPU / メモリほ用脱兄... 

ネットワ-が峭脱あ.. I 

ブロたス実巧がぶ... 

ネットワーク巧おげ巧... | 


■■ その 化 1 

システム’悟報... 

ロヴ管を.. 1 


バックアッブ/リストア… 

巧刻設定… 1 


はまファイルアッブロード... 

二を化切替... 1 


房巧’店が巧巧… 

root バスワードを更 ... 1 





5. [ OK ] をクリックする。 


Microsoft Internet ヒ xpiorer 


过 


'.、？ ） システムを再ぉ旣します。ょろしいですか？ 
キャンセル I 



6. [即再起動]をクリックし、再起動する。 
これでシステムの基本設定は完了です。 


10秒繳こシステム再お勤を問始します。 

すぐにシステムを再お動したし、時は、邮再お動]を押下してくださし、 


キ> ン它ル 


」4即再起れ >」 


2台とを新規 V ンスト—ルする 
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パ'ックアップした運用系のファイアウ オール 設定のデータを IJ ストアします。 


管理クライアントでブラウザを立ち上げ、 
Management Console へ接続し、左側 
の六ニューから[ファイアウオール]アイコ 
ンをクリックする。 


换 


つアイでかール 


2. 画面ち側に表示される[パ’ックアップ • I 」 
ストア]をク I 」ックする。 


かんたん設を 詳を B 設定 


バックアップ’リストア画面び表示されます。 


_巧おを示)_ロヴ•アラートを示 


確記/を緑 


V フトウ X アアッブデート 


パックアツづ•リストア 


3. リストアするバックアップファイルを選 


択する。 

Express 曰800 / SG 本体じあるバックアッ 
プファイルをリストアする揚含は、 I 」ストア 


6" データと設定••-ルールやヴ ルー フなどの デー 5ぐ.を巧を去を対とします 
广ファイアウォ—ル碟おを巧...ファイァウォール巧おすべてを財をとします 

バックアツブを120030419212655 ンロ —ド| 


にューの 「データと設定」のラジスボタン 
を選択します。ちのプルダウン六ニューより、 


ヴデと設定 1200: 

广 ファイアウォール视おを巧 曰 


20030419212606 ▼ 


バックアップファイルを選巧し、[実巧]をク__ 

リックします。 

管理クライアントじあるバックアップファイルをリストアする揚含は、リストアニューの「ア 
ップ□ー ド」のラジスボタンを選巧します。[参照]をク I 」ックし、バックアップファイルを選択 
してから[実行]をクリックします。[実行]をクリックすると確認ッセージウィンドウび表示され 


4. [ OK ] をク I 」ックする。 

しばらくすると、バックアップ-1」スト 
ア完了画面び表示されます。 


I Microsoft Internet Explorer 


リストアを実巧します。 

実巧してよろしいですかマ 

(よろしけれは 0 K を、そうでわい巧合はキヤ:セルを进んで下さい） 


[ T ' '—'… 0 K お キヤ>むル J 


5. 実行結果を確認攪、[バックアップ•リスト 
アじ戻る]をク I 」ックする。 


バックアッブ•リストア壳7 


I つァイアウォール > J W クアッづ ’ U ストア > パックアッづ•リストアを下 


リストアに巧功しました々 


バックアッブ•リストアIこ戻る 








待す幾系へのデータのリストアが完了したら、待機系の二重化®能を起動します。 
ここでは二重化®能の起動の方法について説明します。操作画面は 、 Management 
Console の[サービス]アイコンをク IJ ックすると表示されます。 


1 . Express 曰800 /SG の Management 
Console じ接続し、左側のニューか 
ら[サービス]アイコンをクリックする。 

2. [二重化機能]の行の[(再)起動]の項目[こ 
ある[起動]をクリックする。 

[現をのが態]び[厚止中]から[起動中]じ、 
[(ち)起動]のボタンび[起動]から[再起動]じ 
切の誓わのます。 

が上でサービスは起動しました。 



2台ともが規インスト—ルする 
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が態の巧認 


待機系の二重化機能び正し<起動しているかど5ぴ宮確認します。 


1 . Express 目800 /SG の Management 
Console [こ接続し、左側の六ニューから 
[サービス]アイコンをクリックする。 




2. [サービス]の項目ひら[二重化機能]をク 
リックする。 


ヴーピス 


サービス 


kj しブ] 




0S 

担動時 
のがお 

現在の 

なお 

(巧船あ 

停止 

サービス 


信 止中 

め J 
担め1 

巧 1卜 

ャッシユサーパ 



II起めこ J 

居 止 中 

filial 

二重化傑お1 


3. [ステータス確認おぶけ二重化切誓]をク 
IJ ックする。 

1|犬態表示画面び表示されます。 

二重化を構成するグループのが態を確認し 
ます。 


二重化巧能 


サイス > 二き化機能 [ヘルブ] 



ここでは 、 [GROUP 0 STATUS ] を確認して 
待機系び！; ONLINE ] [こなっていることを確 
流します。 

，ミ FBn 

[運用系]と[待機を]の判別は、 [ POLICY ] で確 
認します。 

1 St :運用を 2 nd :待機を 


な達 S モ 


サーピス > 二ま化*が > け巧丢元 r へIしづ 


•WttM こ I 
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二重化おぶの開始 

待機系、運用あのセットアップび完了した6、二重化構成での運用び開始されます。運 
用系の二重化機能を起動し、待機系の二重化機能を停止することで、通甫運用時の化態 
にすることびできます。 


運用を二重化機能の起動 


運用系、待機系とちにセットアップが完了したら、二重化構成じよる運用宮開始します。 
待機系の二重化機能が起動したが態で、運用系の二重化機能宮起動します。 

操作画面は 、 Management Console の[ヴービス]アイコンをクリックすると表示されま 
す。 


運用!系の Express 5800 / S 曰の 
Management Console [こ接続し、左側の 
メニューから[サービス]アイコンをクリツ 



クする。 


2. [二重化機能]のちの[(再)起動]の項目[こ 
ある[起動]をクリックする。 

[現をのが態]び[厚止中]から[起動中]に、 
[(ち)起動]のボタンび[起動]から[再起動]に 
切の誓わのます。 


運用をの二重化機能を起動することで、処理業務を待機系から運用系に切り戻すことが 
できます。切戻しの方法は、「二重化の詳細設定」の設定じよってかわります。 

- 自動フェイルバックをオートに設定した場合 

自動的に運用をに処理が切り戻されます。状態の確認で切戻しが正常に巧われた 
か確認してください。 

- 自動フェイルバックをマニュアルじ設定した場合 

手動での切戻し作業が必要になります。手動での切戻し手順じついては、次の項 
目を確認して〈ださい。 


■L 


サービス 


サービス 

[ヘルプ] 



0S 

を動時 
のが態 

現をの 
が態 

厢姬巧 

停止 

サービス 


障と中 

担 K i 

f き止 llWe がヤシシユサ — V \ 

1色れ二 J 

昏止:中 

垃れ i 

巧止1 

二を 化碟巧 




'信止中-「拉历下 一 ’「担勒中 [ 再起 W 。 






























運巧系、待機系の両方の二重化機能を起動すると、「二重化の詳細設定」 （23 ページ） 
で[自動フェイルパック]の設定を[スート][こした揚含は、自動的に運巧系に処理業務が 
切り戻されます。次の[状態の確認]で正しく切戻しび行われたことを確認してくださし、。 
[自動フてイルバック]の設定を[マニュアル][こした揚含は、が下の手順に従って手動で 
待す幾系から運用系への切戻しを巧います。 

手動での切戻しを巧うには 、 Management Console を使用します。 


1 . 待す幾系の Express 己800 / SG の 

Management Console [こ接続し、左側の 
メニューから[サービス]アイコンをクリツ 



クする。 
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サイス > 二ま化巧能 > がお表示 


[ヘル了! 


も側 


CLUSTER STATUS 


5. [二重化切誓]をクリックする。 

6. 納10砂後、[最新情報[こ更新]をクリックして、 
诗磯系び！; OFFLINE ] になっていることを確認 
する。 

運用をが停止した時に、なんらかの理由で待 
機系に赃理が切り替わらない場合、上記の手 
順で手動切替を巧うことができます。 




! W M M M M W 


が/^ 如が略獅昨 
la 叫 W 叫が叩 W W が'^ 

ぶ -- E2K2e2K2^2c ^ . 
が一 A U U U U U U 

P 7 <<<<<< < 





































二重化咨構成している Express 5800 /SG が互い I こ正しく通信できているかどラかや、待 
機系こ重化に関するが態咨確認します。 


1 . Express 日800 /SG の Management 
Console [こ接続し、左側のニューから 
[サービス]アイコンをクリックする。 




3. [ステータス確認および二重化切誓 ]をつ 
IJ ックする。 

二重化を構成するグループの1|犬態を確認し 
ます。 

ここでは 、 [GROUP 0 STATUS ] を確認し 

て運巧系び！; ONUN 己、待機系び [ OFFLINE ] 
[こなっていることを確認します。 



192JS8JCI.10 

<1> sro(*iC-fipO ONLINE OFFLINE 

192.1 化し 170 伽ぶ 6.2S6.0 

<U> (rcKjliC-fipl 0W.INE DFFLIffi 

202 . 247 . 80 . 170 / 265 . 255 . 265.0 

<l> (rMBC-e>ecO 0M.INE OFFLINE 

S: /opl/necfws/bln/ckeslftl 
E: /opt/necfws/bin/ckcstsl 

<U> grcKdO-execI OtINE OFFLI 曲 

W： /opt/r«cf» か in/ か fnlive 
E: /otit/necf«s/tin/cl<lwel ive -k 


二*化切 》J 












